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日
本
語
版
の
編
集
に
あ
た
っ
て

　
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
の
著
作
に
な
じ
み
の
な
い
人
に

と
っ
て
は
分
か
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
翻
訳
書
で
は
、
用
語
や
人
物
に
つ
い
て
の
解
説
だ
け
で
な
く
、

サ
ッ
ク
ス
の
実
際
の
著
作
も
取
り
入
れ
て
、
な
じ
み
の
な
い
読
者
で
も
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
随
所
に
訳
注
を

追
加
し
た
。
訳
注
は
各
章
の
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
本
文
、
お
よ
び
訳
注
に
お
け
る
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
の
著
作
の
引
用
は
、
以
下
に
記
し
た
既
存
の
翻
訳

書
を
基
に
し
て
い
る
。
冗
長
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
本
文
中
の
各
引
用
に
お
い
て
、
引
用
元
は
書
名
の
み
の

表
記
に
留
め
た
。
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
の
翻
訳
書
の
中
に
は
、
初
版
が
出
版
さ
れ
た
後
に
文
庫
版
が
出
版
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
入
手
し
や
す
い
文
庫
版
を
掲
載
し
た
。
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1

編
集
者
の
覚
え
書
き

　
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
博
士
は
、
記
録
を
取
る
た
め
の
話
し
相
手
と
し
て
は
〝
病
的
に
恥
ず
か
し
が
り
屋
〟 

だ
っ
た
と
本
書
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
の
一
人
は
述
べ
て
い
る
。
偉
大
な
神
経
科
学
者
で
あ
り
、
医
師
で
あ
り
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
式
な
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
比
較
的
少
な
い
理
由
は
、
こ
の
こ
と

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
サ
ッ
ク
ス
の
長
い
経
歴
と
多
く
の
著
作
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
か
な
り
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年

か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
彼
は
、
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
主
役
を
演
じ
て
映
画
化
も
さ
れ
た
『
レ
ナ
ー

ド
の
朝
』訳

訳
注

、
大
ヒ
ッ
ト
作
の
『
妻
を
帽
子
と
ま
ち
が
え
た
男
』、
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
亡
く
な
る
ち
ょ

う
ど
六
カ
月
前
に
出
版
さ
れ
た
自
伝
で
あ
る
『
道
程
：
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
自
伝
』
な
ど
を
含
む
、
十
四
冊

の
本
を
書
い
た訳

訳
注

。
ま
た
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
」、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ヴ
・
ブ
ッ
ク
ス
」、「
ロ
ン

ド
ン
・
レ
ヴ
ュ
ー
・
オ
ヴ
・
ブ
ッ
ク
ス
」
に
も
定
期
的
に
寄
稿
し
て
い
た
。

　
サ
ッ
ク
ス
が
最
終
的
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
分
の
仕
事
を
知
っ
て



2

も
ら
い
た
い
と
い
う
義
務
感
か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
め
っ
た
に
な
い
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
は
、
本
が
出
版
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
り
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
の
番

組
や
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
ジ
オ
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
、
人
気
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
も
あ
っ
た
ス
タ
ッ
ズ
・
タ
ー
ケ
ル
の
番
組
で
実
施
さ
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
ら
は
主
に
音

声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
初
め
て
文
字
起
こ
し
さ
れ
て

出
版
さ
れ
た
。

　
文
字
に
起
こ
す
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ッ
ク
ス
の
話
し
方
の
特
徴
を
残
す
よ
う
に
努
力
し
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、

吃
音
が
あ
っ
た
り
、
コ
メ
ン
ト
す
る
時
に
は
、
断
定
せ
ず
に
「
あ
る
種
の
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
で
修
飾
し
た
り

す
る
魅
力
的
な
傾
向
で
あ
る
。
読
者
は
ま
た
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
の
中
に
は
、
他
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
よ
り
も
頻

繁
に
途
中
で
割
り
込
む
人
も
い
れ
ば
（「
―
―
」
で
示
さ
れ
て
い
る
）、
明
ら
か
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
熟
考
的
な

一
時
停
止
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
人
も
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
（
省
略
記
号
「
…
…
」
で
示
さ
れ
て
い
る
）。

　
本
書
の
最
初
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
」
の
テ
リ
ー
・
グ
ロ
ス
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
複

数
回
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、「
神
経
学
的
な
状
態
の
み
な
ら
ず
、
心
の
状
態
も
記
述

す
る
」
と
い
う
、
医
師
で
あ
る
彼
自
身
が
行
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
頻
繁
に
紹
介
さ
れ
る
。
そ

れ
に
続
く
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
と
ス
タ
ッ
ズ
・
タ
ー
ケ
ル
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、『
火
星
の
人
類
学
者
』
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が
出
版
さ
れ
た
後
に
、
各
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
ー
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
明
確
に
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
ら
れ
た
。

ロ
ー
ズ
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
明
ら
か
に
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
哲
学
的
な
も
の
で
さ
え
あ
る
。
サ
ッ
ク
ス

は
、
家
族
や
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
の
友
情
、
私
た
ち
の
一
部
で
あ
る
「
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
複
雑
で
美
し

い
」
脳
へ
の
賞
賛
、
そ
し
て
彼
自
身
が
最
終
的
に
は
存
在
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
神
へ
の
信
仰
に
対
す
る
憧

れ
を
話
す
。
一
方
、
タ
ー
ケ
ル
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
本
そ
の
も
の
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る

こ
と
で
、
タ
ー
ケ
ル
が
「
詩
人
の
魂
と
素
晴
ら
し
い
小
説
家
と
し
て
の
執
筆
の
才
能
を
持
っ
て
い
る
、
驚
異
の
神

経
科
医
」
と
し
て
紹
介
す
る
、
著
者
の
内
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
残
り
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
二
〇
〇
五
年
に
サ
ッ
ク
ス
が
目
の
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
の
編
集
者
で
あ
る
リ
サ
・
バ
レ
ル
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ラ
ジ
オ
）
の
「
オ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
ト
ム
・
ア
シ
ュ
ブ
ル
ッ
ク
と
、
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｒ
の
「
ラ
ジ
オ
・
ラ
ボ
」
の
ホ
ス
ト
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ル
ル
ウ
ィ
ッ
チ
と
行
わ
れ
た
。
彼
ら
は
よ
り
直
接
的

に
死
に
つ
い
て
話
を
し
、
サ
ッ
ク
ス
と
患
者
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
探
る
。
そ
の
頃
に
は
、
彼

も
ま
た
患
者
だ
っ
た
。
ア
シ
ュ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
サ
ッ
ク
ス
の
八
十
歳
の
誕
生
日
の
す
ぐ
後

に
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
サ
ッ
ク
ス
は
、
老
後
の
満
足
感
に
つ
い
て
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
に
論
説
を
書

く
よ
う
に
促
さ
れ
て
い
た
（「
私
は
精
力
的
に
書
く
こ
と
も
、
泳
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
…
…
水
泳
は
人
が
人
生
の



4

最
初
の
百
年
間
に
わ
た
っ
て
で
き
る
数
少
な
い
活
動
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」）訳

訳
注

。

　
最
後
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、「
ラ
ジ
オ
・
ラ
ボ
」
の
ホ
ス
ト
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ル
ル
ウ
ィ
ッ
チ
が
サ
ッ
ク

ス
を
訪
ね
、
彼
の
家
で
会
話
を
録
音
し
た
後
、
二
〇
一
五
年
五
月
五
日
に
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ

ヴ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
、
聴
衆
の
前
で
ラ
イ
ブ
放
送
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
連
の
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
群
を
抜
い
て
最
も
心
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
ク
ス
は
、
こ
れ
が
最
後
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

に
な
る
こ
と
に
鋭
敏
に
気
づ
い
て
い
た訳

訳
注

。
最
新
の
診
断
に
つ
い
て
、
サ
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
私
に

手
紙
を
書
き
、
慰
め
て
く
れ
た
人
も
、
一
人
か
二
人
は
い
ま
し
た
。
手
紙
に
は
、「
で
も
、
私
た
ち
は
皆
死
ぬ
の

で
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
何
言
っ
て
ん
だ
！
「
私
た
ち
の
誰
も
が
死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
余

命
四
カ
月
」
と
い
う
こ
と
な
の
に
」。
二
人
の
数
十
年
に
わ
た
る
長
い
友
情
を
考
え
る
と
、
こ
の
言
葉
も
ま
た
胸

に
刺
さ
る
。
ク
ル
ル
ウ
ィ
ッ
チ
と
サ
ッ
ク
ス
の
率
直
で
驚
く
ほ
ど
親
密
な
対
話
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
友
情
が
呼

び
起
こ
さ
れ
る
。

　
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
対
話
は
、
ほ
ぼ
三
十
年
の
期
間
に
わ
た
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
含
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
、暖
か
さ
、共
感
、そ
し
て
独
創
的
な
好
奇
心
と
い
う
精
神
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、サ
ッ

ク
ス
を
有
名
に
し
、
愛
さ
れ
る
べ
き
人
物
に
し
た
の
で
あ
る
。



5 編集者の覚え書き

訳
注
1 

原
題
はA

w
akenings

（
目
覚
め
）
で
あ
る
。

訳
注
2 

こ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
集
が
２
０
１
６
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、
２
０
１
９
年
に
新
た
に
「E

verything 
In Its Place: First Loves and Last T

ales

」
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ウ
ェ
シ
ュ

ラ
ー
（Law

rence W
eschler

）
が
著
し
た
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
の
回
顧
録
で
あ
る
「A

nd H
ow

 A
re 

Y
ou, D

r. Sacks?: A
 Biographical M

em
oir of O

liver Sacks

」
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

訳
注
3 
こ
の
論
説
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
の
誕
生
日
（
７
月
９
日
）
の
直
前
に
書
か
れ
、
２
０
１
３
年

７
月
６
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
た
。『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
最
後
の
言
葉
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

訳
注
4 

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
行
わ
れ
て
か
ら
約
４
カ
月
後
の
２
０
１
５
年
８

月
30
日
に
82
歳
で
亡
く
な
っ
た
。




